
2026 年 10 月 29 日 

 

ホーム伊丹ゆうあい 運営推進会議 報告書 

 

 

事業所名称…看護小規模多機能型居宅介護ホーム伊丹ゆうあい 

サービス種類… 看護小規模多機能型居宅介護 

会議開催日…令和 8 年 10 月 29 日  

開催場所…サービス付き高齢者向け住宅 輪廻館 1 階多目的室 

出席者 〇伊丹市法人監査課          （欠席） 

〇伊丹市地域包括支援センター     福島様 

〇鶴田地区民生委員          榎木様（欠席） 

〇ホーム伊丹ゆうあい    管理者  谷口 

                 看護師  大橋 

                 看護師  木田 

                 介護士  鹿島 

              ケアマネジャー 箱谷 

議事 

活動状況報告 

① 活動報告 

・登録人数 19 名（9 月末） 

・介護度 平均介護度 2.37 

     要介護 1  4 名 

     要介護 2  8 名 

     要介護 3  4 名 

     要介護 4  2 名 

     要介護 5  1 名 

リハビリ強化：個別リハビリメニューを作成実施しており、個別リハビリ、集団リハビリ、脳 

トレの効果も見られていると考えます。リハビリ強化により車椅子から杖歩行、歩行器から杖 

歩行になったケースも見られております。 

     

     

    

 



・フロアクッキング（夏祭り屋台メニュー、焼きそば、チャーシュー丼など） 

      

 

・7/23、7/24 夏祭り開催（学童保育の児童も参加し、世代間交流も行いました。） 

     
 

     
 

 

 

 

 

 



・7/4、9/5 鶴田団地ふれあいサロン参加 

    
 

・8 月 2 日 第 24 回日本高齢者腎不全研究会 口演発表 

「要介護透析患者の在宅の守り-看護小規模多機能型居宅介護の有用性-」 

・９月 11 日 法人内研究会 SHYBASCRA 研究会 ポスター発表 

「嚥下機能向上に向けて多職種連携による働きかけについて」 

・職員教育ツール 学研ナーシングサポート導入。 

・事業所内研修 接遇マナー、個人情報保護の研修実施 

・BCP 感染、災害訓練 感染隔離の清潔・不潔の区別、災害伝言ダイヤル体験訓練 

 

 

② 安全対策 

・インシデント 33 件、アクシデント 0 件（6 月～9 月） 

・移乗時のスキンテア 3 件、転倒 1 件、確認ミス 9 件、訪問時の業務関連 7 件、その他 9 件、

ヒヤリハット 2 件、離設 2 件 

・離設に関しては、すぐに発見し利用者様に状態変化はなかった。離設した際のリスクの周知

とスタッフの出入り口の統一と、防犯ブザーの徹底を実施。 

 

③ 感染対策 

（6 月～9 月） 

・新型コロナウイルス スタッフ 0 名、利用者 0 名 

 インフルエンザ   スタッフ 0 名、利用者 0 名 

 インフルエンザの流行が早く、定点観測や法人内施設でもインフルエンザ、新型コロナ増加 

傾向。９月に法人内の研修にて感染の講義と事業所内で感染 BCP 研修として個室隔離の際 

の物品準備についてスタッフ全員行っております。 

     

 



④ その他 

・運営体制について 

 2026 年 11 月～訪問看護ステーション「伊丹ゆうあい訪問看護ステーション」開設に伴い、

訪問看護と一体型の運営と変更いたします。 

・前回の運営推進会議で相談させていただいた広域申請について、10 月 19 日に伊丹市の法人

監査課と介護保険課と話し合いをさせていただきました。当法人が透析に専門性を持っている

ことや専門的な管理が必要な方に対して看多機は非常に有用である。その中で近隣の他市から

の利用希望があった際にお断りしていることもある。広域申請を行う事は可能か？ 

市からの回答は、原則同じ市町村に住民票がある方の利用になるが、広域利用という制度があ

るのも事実。個別具体的なケースで、その際の相談になる。そのようなケースの関しては市と

しても早急に対応します。との回答いただきました。 

 

⑤ 地域からのご意見 

・R8.10.29 開催運営推進会議（外部評価）における伊丹市法人監査課意見 

今回、欠席しておりますが、自己評価の内容を拝見し、看護と介護が連携しながら在宅での

生活を支えている点を評価いたします。災害時の体制や医療機関との連携も整っており安心

感があります。課題とされているリスク管理を踏まえた計画の作成については、ご利用者の

状態変化や家族の状況を見据えた内容となるよう、引き続き取り組みをお願いいたします。

今後とも、ご利用者とご家族が安心して暮らせる支援を期待しています。 

・地域包括支援センターからの意見 

ポスター発表などもされているが、今後詳しい発表内容も紹介していただければ幸いです。 

人材という面で、他の事業所でも募集してすぐに入職につながらないことも多くなってきて

いる。今後外国人の人材なども必要となってくると考えられるが、その際には必要な研修で

あったり体制作りも行っていかないといけないが、よろしくお願いします。 

事業所評価の意見については事業所評価参照。 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。・・・はい 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。・・・・・・・・・はい 


